
一

出
し
て
い
る
。
右
下
半
分
は
欠
損
す
る
。
ま
た
、
上
部
の
切
込
み
の
部
分
に
紐

状
の
も
の
が
巻
か
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
。

「蘇
民
」

の
二
文
字
は
判
読
で
き
、

下
部
は
欠
損
の
た
め
に
不
明
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
部
分
に
墨
書
が
あ
り
、
三

文
宇
目
は
痕
跡
よ
り

「将
」
、
ま
た
下
部
に
残
る
若
千
の
墨
痕
は

「孫
」
の
一

部
と
考
え
ら
れ
る
。　
上
部

「蘇
民
」
よ
り
下
部
の
文
字
を
推
定
す
る
と
、

「将

来
子
孫
…
」
と
い
う
言
葉
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
蘇
民
将
来
札
は
、
平
安
時
代

疫
病
神
信
仰
の
展
開
を
考
え
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

岡
本
広
義

「壬
生
寺
境
内
遺
跡
発
掘
調
査
の
概
要
」
翁
元
興
寺
文
化
財
研
究
』

三
七
　
一
九
九
一
年
）

岡
本
広
義

「壬
生
寺
境
内
遺
跡
出
上
の
蘇
民
将
来
札
」

翁
元
興
寺
文
化
財
研

究
』
三
八
　
一
九
九
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岡
本
広
義
）

京
都
。
里
遺
跡

所
在
地
　
　
　
一八
都
府
綾
部
市
里
町

調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）

一
〇
月
を

一
九
九

一
年
二
月

発
掘
機
関
　
　
②
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
田
代
　
弘

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
秀
生
時
代
中
期
、
古
墳
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

里
遺
跡
は
、
綾
部
市
街
地
の
北
方
約

一
。
五
節
、
由
良
川
の
北
岸
の
標
高
四

〇
ｍ
前
後
の
低
位
段
丘
上
に
立
地
し
て
い
る
。
遺
跡
付
近
は
旧
丹
波
国
何
鹿
郡

吉
美
郷
に
属
し
、
何
鹿
郡
家
が

所
在
す
る
綾
部
郷
に
北
接
す
る

地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
は
福
知

山
盆
地
の
東
端
に
あ
た
り
、
南

は
須
知
を
経
て
丹
波
国
府
の
存

在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
亀
岡
盆

地
に
至
り
、
北
は
日
本
海
岸
の

舞
鶴
方
面

へ
抜
け
る
交
通
の
要

衝
で
あ
る
。

54321

(綾 部)



1990年出上の木簡

本
調
査
は
府
道
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
京
都
府
土
木
建
築
部
の
依
頼
を
受
け

て
実
施
し
た
。
調
査
は
遺
物
の
包
含
状
況

。
遺
構
の
有
無
を
確
か
め
る
た
め
に

試
掘
を
行
な
っ
た
後
、
遺
構
密
度
の
高
い
地
点
に
四
カ
所
の
拡
張
区
を
設
け
、

面
的
な
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
遺
跡
の
主
要
な
範
囲
は
、
段
丘
中
央
の
平
坦
面
を
中
心
と
し

て
東
西

一
〇
〇
ｍ
以
上
、
南
北

一
〇
〇
飢
前
後

と
推
定
さ
れ
た
。
遺
構
に
は
、
弥
生
時
代
中
期

の
溝
状
の
落
ち
込
み
、
古
墳
時
代
後
期
の
古
墳

の
周
濠
、
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建
物

・
井
戸

・

土
坑
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
の
掘
立
柱

建
物

・
井
戸

。
上
坑

・
溝
な
ど
が
あ
る
。
奈
良

時
代

（八
世
紀
代
）
と
平
安
時
代
末
ぞ
鎌
倉
時
代

全

一
ぞ
一
三
世
紀
代
）
が
中
心
と
な
る
よ
う
で
あ

玄Ｏ
。遺

物
は
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
三
〇
箱
ほ
ど
出

上
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
土
器
類
で
木
製
品

は
木
簡

一
点
の
み
で
あ
る
。
土
器
類
に
は
、
弥

生
土
器

。
土
師
器

。
須
恵
器

。
瓦
器

・
黒
色
土

器
な
ど
が
あ
り
、　
〓

一世
紀
代
の
上
師
器
皿

・

瓦
器
椀
が
多
い
。
須
恵
器
は
八
を

一
〇
世
紀
頃

の
杯
身

・
蓋
や
椀
、
中
世
の
須
恵
器
甕
の
体
部

破
片
な
ど
で
あ
る
。
輸
入
陶
磁
器

（青
磁
椀
。
白
磁
椀
≧
目自
磁
合
子
）
も
少
量
み

ら
れ
た
。
そ
の
他
、
滑
石
製
の
石
鍋
が
あ
る
。

木
筒
は
、
段
丘
の
縁
辺
部
に
掘
ら
れ
た
東
西
方
向
の
溝
の
底

（
〓
一層
）
に
密

着
し
た
状
態
で
出
土
し
、　
一
〇
世
紀
代
の
須
恵
器
が
伴
出
し
た
。　
一
一
層
は
遺

物
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
ず
、　
一
〇
層
か
ら
は

一
二
世
紀
代
の
上
師
器

・
瓦
器

・
輸

入
陶
磁
器
が
出
上
し
て
い
る
。
こ
の
溝
は
集
落
の
南
端
に
位
置
し
て
お
り
、
区

画
溝
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
・
「
在
□

。
「
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鮎
ｅ
溢
叉
８

自
Φ

木
簡
は
長
方
形
の
板
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
下
端
が
欠
損
し
て
お
り
原

形
は
明
ら
か
で
な
い
。
墨
書
は
両
面
に
認
め
ら
れ
る
。
判
読
で
き
る
の
は
冒
頭

の

「在
」

一
文
字
だ
け
で
あ
り
、
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

田
代
　
弘

「綾
都
市
里
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
」
（働
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研

究
セ
ン
タ
ー
『京
都
府
遺
跡
調
査
概
報
』
四
一
　
一
九
九
一
年
）
　

　

（田
代
　
弘
）

木簡出土濤断面図




